
南
方
熊
楠
と
「
親
不
孝
者
の
息
子
」、「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

三
九

は
じ
め
に

南
方
熊
楠
の
家
族
を
扱
っ
た
論
文
、
研
究
書
、
一
般
書
は
数
多
い
。
熊
楠
と
父
・

弥
兵
衛
の
関
係
、
息
子
・
熊
弥
、
娘
・
文
枝
と
の
生
活
に
つ
い
て
も
、
日
記
の
分

析
や
聞
き
書
き
な
ど
に
よ
っ
て
、か
な
り
の
部
分
ま
で
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
論
文
・
論
考
を
材
料
と
す
る
も
の
は
少
な
く
、
と
く
に
英
文
論
考
か
ら

熊
楠
の
家
族
観
に
迫
っ
た
研
究
は
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
英
文
論
考
に
は
親

子
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
な
お
か
つ
発
表
時
期
に
も

偏
り
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
解
析
に
は
大
き
な
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
熊
楠
の
無
数
の
英
文
論
考
を
全
体
と
し
て
研
究
し
よ
う
と
す
る
と
、

扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
が
あ
ま
り
に
も
広
く
て
ま
と
め
ら
れ
ず
、
ま
た
年
代
に
よ

る
整
理
も
き
わ
め
て
難
し
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
西
洋
に
互
す
る
東
洋
と
い

う
意
識
は
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
ご
く
初
期
に
存
在
し
た
の

み
と
考
え
ら
れ
る（
1
）。
世
界
各
地
に
共
通
す
る
民
俗
、
風
習
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

を
収
集
し
て
い
た
の
は
読
み
取
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
は
ま
だ
踏
み
こ
め
て
い
な

い
。
し
か
し
、親
子
関
係
へ
の
関
心
は
複
数
の
論
考
に
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
切
り
口
に
す
れ
ば
、
熊
楠
の
英
文
論
考
を
解
釈
す
る
突
破
口
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
（『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
）
に
発

表
さ
れ
た
論
考
を
取
り
上
げ
、
分
析
す
る
こ
と
と
す
る（
2
）。『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
は

熊
楠
が
も
っ
と
も
長
い
期
間
に
わ
た
り
、
も
っ
と
も
多
数
の
論
考
を
寄
せ
た
雑
誌

で
あ
り
、
同
誌
に
関
わ
る
活
動
を
た
ど
る
こ
と
で
、
よ
り
長
期
的
で
広
汎
な
視
点

か
ら
熊
楠
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
も
そ
も
熊
楠
の
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
は
「
神
童
」（
一
八
九
九
年

六
月
三
日
号
、
ノ
ー
ト
）
で
あ
っ
た
。
賢
い
子
ど
も
が
、
大
人
か
ら
「
子
ど
も
の

頃
に
頭
が
よ
く
て
も
大
人
に
な
っ
て
知
恵
が
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
」
と
嫌
味
を

言
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、「
お
見
受
け
し
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
は
子
ど
も
の
頃
は

ず
い
ぶ
ん
と
頭
が
よ
か
っ
た
よ
う
で
す
ね（
3
）」
と
答
え
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
と
中
国
の
物
語
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
の
東
西
対
比
が
執
筆
の
目
的
な

の
だ
が
、
あ
る
い
は
熊
楠
が
自
身
の
こ
と
を
重
ね
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
誌
に
寄
せ
た
論
考
の
な
か
に
は
、
親
子
関
係
、
子
ど

も
を
明
確
な
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
は
な
い
。

南
方
熊
楠
と
「
親
不
孝
者
の
息
子
」、「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」
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四
〇

一　
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
お
け
る
親
子
関
係
、
子
ど
も
関
連
論
考

熊
楠
は
一
八
六
七
年
四
月
一
五
日
（
新
暦
換
算
で
は
五
月
一
八
日
）
に
、
和
歌

山
城
下
橋
丁
の
金
物
商
・
南
方
弥
兵
衛
、
す
み
夫
妻
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
た
。

こ
の
と
き
弥
兵
衛
は
三
九
歳
、
す
み
は
三
〇
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
雄
小
学
校
、

和
歌
山
中
学
な
ど
を
経
て
東
大
予
備
門
へ
進
学
す
る
も
中
退
し
、
一
八
八
六
年

一
二
月
に
横
浜
か
ら
出
航
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
渡
る
。
翌
年
一
月
一
九
日

に
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
が
、
八
月
に
は
ラ
ン
シ

ン
グ
へ
移
っ
て
ミ
シ
ガ
ン
州
立
農
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

こ
も
一
八
八
八
年
一
一
月
に
は
離
れ
て
し
ま
い
、
以
後
は
大
学
等
の
教
育
機
関
に

正
式
に
籍
を
置
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
バ
ー
、
フ
ロ
リ
ダ
、

キ
ュ
ー
バ
な
ど
を
点
々
と
し
、
フ
ロ
リ
ダ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ヴ
ィ
ル
に
滞
在
中
の

一
八
九
二
年
八
月
八
日
に
父
親
の
弥
兵
衛
が
亡
く
な
る
。
し
か
し
、
熊
楠
は
そ
の

こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
九
月
一
四
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
、

九
月
二
八
日
に
正
金
銀
行
の
中
井
芳
楠
を
訪
ね
た
と
き
に
、
弟
の
常
楠
か
ら
の
手

紙
を
入
手
し
て
初
め
て
父
親
の
死
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
九
六
年

二
月
二
七
日
に
は
母
親
の
す
み
も
亡
く
な
り
、
四
月
一
三
日
に
葬
式
の
写
真
を
同

封
し
た
手
紙
が
届
い
た
。
や
が
て
弟
か
ら
の
送
金
を
打
ち
切
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を

き
っ
か
け
に
帰
国
を
決
意
し
、
一
九
〇
〇
年
九
月
一
日
に
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
し
、

一
〇
月
一
五
日
に
神
戸
港
に
上
陸
し
た
。

妻
・
松
枝
と
結
婚
し
た
の
は
一
九
〇
六
年
七
月
二
七
日
の
こ
と
で
、
翌
年
六
月

二
四
日
に
長
男
の
熊
弥
が
誕
生
す
る
。
こ
の
と
き
す
で
に
熊
楠
は
四
一
歳
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
一
九
一
一
年
一
〇
月
一
三
日
に
は
長
女
の
文
枝
が
生
ま
れ
て
い
る
。

さ
て
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
で
親
子
関
係
、
子
ど
も
を
扱
っ
た
論
考
は
、
以
下
の

二
七
件
（
計
三
二
篇
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
断
片
的
な
話
題
と
し
て

出
て
く
る
も
の
は
あ
る
が
、
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
か
ぎ
っ
た
。

①
「
神
童 A

 W
itty B

oy

」（
一
八
九
九
年
六
月
三
日
号
、
ノ
ー
ト
）

②
「
不
孝
な
息
子
の
話 Story of an U

ngrateful Son

」（
一
九
〇
三
年
八

月
八
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

③
「
矢
を
折
る
こ
と

―
教
訓 A

rro
w

-b
reak

in
g: its M

o
ral L

esso
n

s

」

（
一
九
〇
七
年
七
月
一
三
日
号
、
ノ
ー
ト
）

④
「
親
不
孝
者
の
息
子 T

h
e D

iso
b

ed
ien

t S
o

n

」（
一
九
〇
八
年
一
一
月

二
一
日
号
、
ク
エ
リ
ー
）

⑤
「
産
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
歯
が
生
え
て
い
る
こ
と B

o
rn w

ith T
eeth

」

（
一
九
〇
八
年
一
二
月
五
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

⑥
「
ヘ
ビ
が
ミ
ル
ク
を
飲
む
こ
と Snakes drinking M

ilk

」（
一
九
〇
九
年

二
月
二
〇
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

⑦
「
デ
ィ
ア
ボ
ロ

―
そ
の
起
源 D

iabolo: its O
rigin

」（
一
九
〇
九
年
二

月
二
七
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

⑧
「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前 N

am
es terrib

le to C
h

ild
ren

」

（
一
九
〇
九
年
五
月
一
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

⑨
「
く
し
ゃ
み
に
ま
つ
わ
る
迷
信 S

n
eezin

g S
u

p
erstitio

n

」（
一
九
〇
九

年
七
月
三
一
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

⑩
「
東
洋
の
飛
行
機
械 F

lying M
achines of the F

ar E
ast

」（
一
九
〇
九

年
一
一
月
六
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）
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四
一

⑪
「
子
ど
も
が
自
分
の
運
命
を
占
う C

h
ild tellin

g its o
w

n F
ate

」

（
一
九
一
〇
年
四
月
一
六
日
号
、
ノ
ー
ト
）

⑫
「
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
父
親

―
中
国
の
場
合 T

h
e N

eglected O
ld 

F
ather: C

hinese P
arallel

」（
一
九
一
〇
年
八
月
二
〇
日
号
、
ノ
ー
ト
）

⑬
「
婚
姻
関
係 M

arriage R
elatio

n
sh

ip
s

①
②
」（
一
九
一
〇
年
一
二
月

二
四
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
／
一
九
一
一
年
六
月
三
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

⑭
「
ホ
イ
ッ
テ
ィ
ン
ト
ン
の
猫

―
東
洋
の
類
話
①
〜
③　

W
h

ittin
gto

n 

an
d h

is C
at: E

astern V
arian

ts

」（
一
九
一
一
年
一
二
月
二
三
日
号
、

ノ
ー
ト
／
一
二
月
三
〇
日
号
、
ノ
ー
ト
／
一
九
一
二
年
四
月
二
〇
日
号
、

リ
プ
ラ
イ
）

⑮
「
大
聖
堂
の
鐘
が
盗
ま
れ
る
こ
と C

athedral B
ell Stolen

」（
一
九
一
三

年
一
〇
月
一
一
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

⑯
「
寝
て
い
る
ひ
と
を
起
こ
す
方
法　

M
eth

o
d

s o
f W

ak
in

g a S
leep

er

」

（
一
九
一
五
年
一
二
月
四
日
号
、
ク
エ
リ
ー
）

⑰
「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
な
か
の
カ
ッ
コ
ウ　

C
u

ck
o

o in F
o

lk
-L

o
re

」

（
一
九
一
六
年
四
月
二
二
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

⑱
「
五
月
生
ま
れ
の
男
の
子 B

oys born in M
ay

」（
一
九
一
九
年
一
月
号
、

リ
プ
ラ
イ
）

⑲
「
鷲
に
さ
ら
わ
れ
た
子
ど
も
①
② C

h
ild

ren carried o
ff b

y E
agles

」

（
一
九
二
三
年
二
月
一
七
日
号
、リ
プ
ラ
イ
／
一
二
月
八
日
号
、リ
プ
ラ
イ
）

⑳
「
鷲
石
④　

T
h

e E
agle S

to
n

e

」（
一
九
二
三
年
八
月
一
一
日
号
、
リ
プ

ラ
イ
）

㉑
「
砂
で
で
き
た
ロ
ー
プ
① R

ope of Sand

」（
一
九
二
三
年
一
二
月
八
日

号
、
リ
プ
ラ
イ
）

㉒
「
日
本
に
お
け
る
植
物
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム　

P
lan

t-S
ym

b
o

lism
 in 

Japan

」（
一
九
二
四
年
一
月
一
二
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

㉓
「
鐘
と
蛇
の
詩
①
②　

B
ell and Serpent P

oem

」（
一
九
二
四
年
三
月

二
九
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
／
四
月
五
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

㉔
「
ジ
ェ
ル
ベ
ー
ル
の
逃
走
の
伝
説　

T
h

e L
egen

d o
f G

erb
ert's 

E
scape

」（
一
九
二
四
年
六
月
二
八
日
号
、
ノ
ー
ト
）

㉕
「
口
の
裂
け
た
先
生
の
話 T

h
e S

to
ry o

f th
e S

p
lit-M

o
u

th
ed 

Schoolm
aster

」（
一
九
二
四
年
七
月
一
二
日
号
、
ノ
ー
ト
）

㉖
「
人
間
の
皮
で
つ
く
っ
た
太
鼓
②　

D
ru

m
s o

f H
u

m
an S

k
in

」

（
一
九
二
四
年
一
二
月
二
七
日
号
、
リ
プ
ラ
イ
）

㉗
「
ザ
ク
ロ　

P
om

egranate

」（
一
九
二
五
年
六
月
六
日
号
、
ノ
ー
ト
）

さ
ら
に
、
投
稿
し
た
も
の
の
不
掲
載
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
論
考

と
し
て
、
一
九
〇
七
年
一
二
月
二
八
日
投
稿
の
「
矢
を
折
る
こ
と

―
教
訓
」
の

二
本
目
の
ノ
ー
ト
、
一
九
〇
九
年
四
月
二
〇
日
投
稿
の
「
産
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

歯
が
生
え
て
い
る
こ
と
」
の
二
本
目
の
リ
プ
ラ
イ
も
あ
る
が
、
内
容
が
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
投
稿
の
事
実
を
示
す
の
み
に
す
る
。

さ
て
、
右
記
の
二
七
件
を
テ
ー
マ
的
な
部
分
か
ら
見
る
と
、
親
不
孝
者
の
息
子

を
扱
っ
た
も
の
が
目
立
つ
。
②
「
不
孝
な
息
子
の
話
」、④
「
親
不
孝
者
の
息
子
」、

⑩
「
東
洋
の
飛
行
機
械
」、⑫
「
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
父
親

―
中
国
の
場
合
」、

⑮「
大
聖
堂
の
鐘
が
盗
ま
れ
る
こ
と
」、⑰「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
な
か
の
カ
ッ
コ
ウ
」、

⑱
「
五
月
生
ま
れ
の
男
の
子
」、
㉓
「
鐘
と
蛇
の
詩
①
」
㉔
「
ジ
ェ
ル
ベ
ー
ル
の
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四
二

逃
走
の
伝
説
」、
㉖
「
人
間
の
皮
で
つ
く
っ
た
太
鼓
②
」
の
一
〇
件
で
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
第
二
節
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
、
時
期
的
な
特
徴
に
注
目
す
る
と
、
一
九
〇
七
〜
一
九
一
三
年
に
一
六
篇

が
固
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
熊
弥
の
誕
生
に
重
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
、
第
三
節
で
分
析
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
論
考
で
あ
り
、
熊
楠
が
自
分
自
身
に
つ
い
て
書
い
た
文

章
で
は
な
い
。
し
か
し
、熊
楠
の
関
心
の
有
り
様
を
た
ど
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

も
と
も
と
熊
楠
が
英
文
論
考
に
お
い
て
自
分
の
こ
と
を
書
い
た
箇
所
は
ご
く
ま
れ

で
あ
り
、
直
接
的
に
彼
の
姿
に
迫
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
本
稿
に
よ
っ
て
、
新

し
い
切
り
口
が
開
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

二　

父
・
弥
兵
衛
と
「
不
孝
な
息
子
の
話
」

ま
ず
、
問
題
と
な
る
一
〇
件
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

②
「
不
孝
な
息
子
の
話
」
は
、
A
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
・
リ
ー
が
一
九
〇
三
年

三
月
二
一
日
号
に
寄
せ
た
ノ
ー
ト
に
リ
プ
ラ
イ
を
付
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
リ
ー

は
『
T
・
P
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』
誌
に
出
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
物
語
を
引
用
し
、

そ
れ
が
民
話
研
究
者
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
が
分
類
し
た
「
不
孝
な
息
子
の
話
」
と
い
う

タ
イ
プ
の
民
話
に
入
る
こ
と
を
示
し
た
。
熊
楠
の
リ
プ
ラ
イ
は
、
中
国
の
類
話
を

紹
介
し
た
も
の
で
、「
こ
の
話
は
『
稗
史
』
に
あ
る
。
原
穀
と
い
う
者
の
祖
父
が

年
老
い
て
、
両
親
は
こ
れ
を
疎
み
、
捨
て
よ
う
と
し
た
。
一
五
歳
の
原
穀
は
諌
め

た
が
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、
つ
い
に
意
地
悪
な
手
段
を
取
ら
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、荷
車
を
つ
く
っ
て
祖
父
を
乗
せ
、野
に
捨
て
去
っ

て
、
空
の
荷
車
を
引
い
て
戻
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
な
ぜ
荷
車
も
そ
の
場
に
捨
て

て
こ
な
か
っ
た
の
か
と
父
に
聞
か
れ
る
と
、『
い
つ
か
お
父
さ
ん
が
老
い
て
捨
て

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
新
し
い
荷
車
を
つ
く
る
余
裕
が
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
と
き
の
た
め
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
』
と
言
っ
た
。
父
は
こ
の
言
葉

に
お
お
い
に
心
を
動
か
さ
れ
、
老
父
を
連
れ
戻
し
て
手
厚
く
世
話
を
し
た（
4
）」

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、
熊
楠
と
リ
ー
の
あ
い
だ
で
文
通
が
行
わ
れ
、

五
年
後
の
一
九
〇
八
年
六
月
一
三
日
号
に
リ
ー
が
発
表
し
た
二
本
目
の
ノ
ー
ト
で

熊
楠
の
手
紙
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
ち
ら
で
は
『
稗
史
』
の
類
話
の
原
典
が
三
世
紀

の
も
の
と
さ
れ
る
『
孝
子
伝
』
に
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
、
ま
た
日
本
の
類
話
で
あ

る
姨
捨
山
伝
説
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

④
「
親
不
孝
者
の
息
子
」
は
、
熊
楠
の
発
し
た
ク
エ
リ
ー
で
、
段
成
式
『
酉
陽

雜
俎
』
の
中
国
の
物
語
と
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
一
九
〇
八
年
七
月
二
三
日
）
に

出
た
能
登
半
島
の
昔
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
あ
ま
の
じ
ゃ
く
な
息
子
が
親
の
言
う

の
と
正
反
対
の
こ
と
ば
か
り
し
て
い
た
が
、
親
が
死
に
際
し
て
本
当
は
山
に
埋
め

ら
れ
た
い
の
に
、
ど
う
せ
反
対
に
す
る
だ
ろ
う
か
ら
と
水
辺
に
埋
め
よ
と
言
い
残

し
た
と
こ
ろ
、
息
子
は
初
め
て
言
う
と
お
り
に
し
て
水
辺
に
埋
め
た
た
め
、
以
後
、

雨
の
た
び
に
心
配
し
て
泣
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
熊
楠
は
類
話
を

求
め
た
が
、
リ
プ
ラ
イ
は
出
な
か
っ
た
。
独
立
し
た
ク
エ
リ
ー
と
し
て
掲
載
さ
れ

た
が
、
も
と
も
と
は
八
月
一
日
号
に
P
・
L
・
ゲ
イ
ル
ズ
が
寄
せ
た
ク
エ
リ
ー
「
カ

ラ
ス
が
『
雨
に
抗
し
て
鳴
く
』」
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
投
稿

時
の
タ
イ
ト
ル
は
「Story of R

efractory Son

」
で
、編
集
部
が
掲
載
に
あ
た
っ

て
変
更
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑩
「
東
洋
の
飛
行
機
械
」
は
、
飛
行
機
の
歴
史
に
つ
い
て
情
報
を
集
め
る
議
論



南
方
熊
楠
と
「
親
不
孝
者
の
息
子
」、「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

四
三

へ
の
リ
プ
ラ
イ
で
あ
る
。
中
国
の
伝
説
的
な
飛
行
家
で
あ
る
魯
般
が
空
を
飛
ぶ
鳶

を
つ
く
り
、
妻
の
も
と
へ
通
っ
て
い
た
。
あ
る
と
き
義
父
が
操
縦
法
を
よ
く
知
ら

な
い
ま
ま
乗
り
込
み
、
遠
方
へ
飛
ん
で
い
き
、
そ
こ
で
魔
物
と
思
わ
れ
て
殺
さ
れ

て
し
ま
う
。
怒
っ
た
魯
般
が
不
思
議
な
木
像
を
つ
く
っ
て
日
照
り
を
も
た
ら
し
、

復
讐
す
る
と
い
う
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

⑫
「
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
父
親

―
中
国
の
場
合
」
は
、
ゴ
ン
ム
の
『
歴
史

学
と
し
て
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
に
採
録
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
物
語
を
引
用

し
て
い
る
。
裕
福
な
男
が
「
す
べ
て
の
財
産
を
子
ど
も
た
ち
に
分
け
、
彼
ら
の
家

を
順
番
に
巡
り
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
に
し
た
。
息
子
た
ち
は
次
第
に
う
ん
ざ
り
し

て
不
快
に
思
う
よ
う
に
な
り
、
父
親
が
や
っ
て
く
る
と
、
何
と
か
し
て
追
い
出
そ

う
と
し
た（
5
）」
の
で
、
友
人
の
助
言
に
よ
っ
て
、
孫
た
ち
の
前
で
ま
だ
財
産
が

残
っ
て
い
る
ふ
り
を
し
、
そ
れ
が
息
子
た
ち
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
再

び
手
厚
く
も
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。さ
ら
に
中
国
の『
史

記
』
に
も
、
陸
賈
を
主
人
公
と
し
た
似
た
話
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑮
「
大
聖
堂
の
鐘
が
盗
ま
れ
る
こ
と
」
は
W
・
H
・
ク
ォ
レ
ル
が
不
思
議
な
盗

難
事
件
を
紹
介
し
た
の
に
熊
楠
が
リ
プ
ラ
イ
を
寄
せ
た
も
の
で
、
摂
津
の
小
屋
寺

で
老
人
が
行
き
倒
れ
て
死
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
家
出
し
た
老
父
を
探
し
て
い
る
と
い

う
息
子
た
ち
が
あ
ら
わ
れ
、
悲
嘆
に
暮
れ
る
場
面
が
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
は

死
ん
で
お
ら
ず
、
鐘
を
盗
む
た
め
の
詐
欺
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

⑰
「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
な
か
の
カ
ッ
コ
ウ
」
に
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
か
ら
、
母
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
に
喧
嘩
し
て
ば
か
り
の
兄
弟
が
、
神
の

怒
り
を
買
い
、
ひ
と
り
は
天
に
召
さ
れ
、
ひ
と
り
は
カ
ッ
コ
ウ
と
な
っ
て
泣
き
つ

づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
物
語
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

⑱
「
五
月
生
ま
れ
の
男
の
子
」
は
、
一
九
一
八
年
五
月
号
で
E
・
ウ
ェ
ス
ト
が
、

イ
ギ
リ
ス
中
部
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
ー
で
は
、
五
月
生
ま
れ
の
男
の
子
は

か
な
ら
ず
動
物
に
冷
酷
に
な
る
と
い
う
迷
信
が
あ
る
。
ほ
か
の
地
域
で
も
あ
る
だ

ろ
う
か（
5
）」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
て
、
熊
楠
が
『
史
記
』
の
「
孟
嘗
君
列
伝
」

と
応
劭
『
風
俗
通
義
』
か
ら
、「
古
代
の
中
国
人
は
五
月
五
日
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
は
、
や
が
て
成
長
し
て
、
男
子
な
ら
父
親
を
、
女
子
な
ら
母
親
を
害
す
る
こ
と

に
な
る
と
信
じ
て
い
た
よ
う
だ（
6
）」
と
答
え
た
。
し
か
し
、謝
肇

が
『
五
雑
組
』

で
五
月
五
日
に
生
ま
れ
た
著
名
な
一
〇
人
の
名
を
挙
げ
、
こ
の
う
ち
父
の
名
声
を

汚
し
た
の
は
二
人
だ
け
な
の
で
迷
信
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
も
付
記
し
て
い

る
。
熊
楠
の
リ
プ
ラ
イ
で
は
、
動
物
へ
の
残
虐
さ
で
は
な
く
、
父
母
に
対
す
る
も

の
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
熊
楠
は
新
暦
換
算
の
場
合
、
五
月
一
八
日

が
誕
生
日
で
あ
っ
た
。

㉓
「
鐘
と
蛇
の
詩
①
」
で
は
、
大
蛇
を
助
け
た
若
者
が
、
そ
の
化
け
た
娘
と
子

を
な
す
が
、
や
が
て
正
体
が
わ
か
り
、
別
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
日
本
の
伝
説

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
母
親
は
赤
ん
坊
の
た
め
に
珠
を
渡
す
が
、
殿
さ
ま
に
と
ら

れ
て
し
ま
う
。
す
る
と
赤
ん
坊
は
泣
き
止
ま
な
く
な
り
、
も
う
ひ
と
つ
珠
を
も
ら

う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
実
は
珠
は
目
玉
で
あ
っ
た
た
め
、
母
親
は
盲
目
に
な
る
。

赤
ん
坊
に
悪
意
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
結
果
と
し
て
母
親
に
害
を
な
し
て
い

る
。㉔

「
ジ
ェ
ル
ベ
ー
ル
の
逃
走
の
伝
説
」
に
は
、
恋
人
に
だ
ま
さ
れ
、
父
親
で
あ

る
サ
ラ
セ
ン
人
の
「
哲
学
者
」
を
裏
切
る
娘
が
登
場
す
る
。

㉖
「
人
間
の
皮
で
つ
く
っ
た
太
鼓
②
」
は
、ま
だ
こ
の
世
に
死
や
病
気
が
な
か
っ

た
時
代
に
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
が
す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
い
、
死
と
い
う
概
念
が
広



志　

村　

真　

幸

四
四

ま
っ
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
漢
訳
仏
典
を
扱
っ
て
い
る
。

親
不
孝
で
は
な
い
が
、
も
う
一
件
こ
こ
で
挙
げ
て
お
き
た
い
。
㉑
「
砂
で
で
き

た
ロ
ー
プ
①
」
は
、
一
九
二
二
年
四
月
二
二
日
号
で
、
ジ
ョ
ン
・
B
・
ウ
ェ
イ
ン

ラ
イ
ト
が
、
不
可
能
な
こ
と
を
た
と
え
る
「
海
の
砂
で
縄
を
な
う
」
と
い
う
諺
は

イ
ギ
リ
ス
以
外
に
も
あ
る
か
と
い
う
ク
エ
リ
ー
を
出
し
た
の
に
熊
楠
が
二
本
の
リ

プ
ラ
イ
を
寄
せ
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
の
一
本
目
で
、
佐
喜
真
興
英
『
南
島
説
話
』

か
ら
、「
昔
、
琉
球
で
は
、
六
一
歳
に
な
っ
た
者
は
す
べ
て
生
き
埋
め
に
し
た
。

鹿
児
島
の
大
名
が
灰
の
縄
を
献
上
す
る
よ
う
に
命
じ
た
と
き
、
誰
も
つ
く
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
若
い
男
が
、
い
ま
ま
さ
に
生
き
埋
め
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
老
い
た
父
に
こ
の
難
題
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
父
は
『
そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
だ
。

ま
ず
縄
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
ま
ま
燃
や
せ
ば
よ
い
』
と
答
え
た
。
こ
の

助
言
に
よ
っ
て
難
題
は
解
決
さ
れ
、
老
人
の
知
恵
に
納
得
し
て
、
長
く
つ
づ
い
た

こ
の
残
酷
な
風
習
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（
7
）」
と
引
用
し
て

い
る
。
む
し
ろ
孝
行
の
話
で
は
あ
る
が
、
親
不
孝
（
の
廃
止
）
に
ま
つ
わ
る
典
型

的
な
昔
話
で
あ
り
、
こ
こ
で
示
し
て
お
く
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
う
ち
、「
不
孝
な
息
子
の
話
」「
親
不
孝
者
の
息
子
」「
東
洋
の
飛
行
機
械
」

「
大
聖
堂
の
鐘
が
盗
ま
れ
る
こ
と
」「
五
月
生
ま
れ
の
男
の
子
」「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

の
な
か
の
カ
ッ
コ
ウ
」「
砂
で
で
き
た
ロ
ー
プ
①
」「
ジ
ェ
ル
ベ
ー
ル
の
逃
走
の
伝

説
」、「
人
間
の
皮
で
つ
く
っ
た
太
鼓
②
」
は
熊
楠
が
話
題
の
発
端
に
な
っ
た
の
で

は
な
く
、
他
の
投
稿
者
に
刺
激
さ
れ
、
事
例
を
提
供
し
た
り
、
話
題
を
広
げ
た
り

し
た
も
の
で
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
が
誌
上
に
あ
ら
わ
れ
た
と
き
に
、
熊
楠
が
敏
感

に
反
応
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、「
不
孝
な
息
子
の
話
」
と
「
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
父
親
」
で
は
、
孫

が
あ
い
だ
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
息
子
た
ち
が
改
心
な
い
し
態
度
を
変
え
る
と

い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
よ
う
（
な
お
、「
不
孝
な
息
子
の
話
」

の
リ
ー
の
最
初
の
ノ
ー
ト
で
は
、
孫
が
祖
父
を
救
う
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
い
）。

で
は
、
熊
楠
自
身
は
不
孝
な
息
子
だ
っ
た
の
か
。

熊
楠
の
父
の
南
方
弥
兵
衛
（
弥
右
衛
門
）
は
、
一
八
二
九
年
に
日
高
郡
入
野
村

の
向
畑
家
に
生
ま
れ
、
和
歌
山
の
両
替
商
の
番
頭
を
経
て
、
南
方
家
に
婿
養
子
に

入
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
商
売
の
才
覚
が
あ
り
、「
明
治
十
年
、
西
南
の
役
ご
ろ

非
常
に
も
う
け
、
和
歌
山
の
み
な
ら
ず
、
関
西
に
て
の
富
豪
と
な
れ
り（
8
）」
と

い
う
。
熊
楠
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
不
自
由
な
い
生
活
を
し
、
学
費
や
海
外
で
の
生

活
費
も
父
親
の
財
産
か
ら
出
て
い
た
。

さ
て
、
我
々
現
在
の
研
究
者
か
ら
す
る
と
、
熊
楠
は
お
よ
そ
商
売
に
は
向
か
な

い
人
物
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
東
大
予
備
門
中
退
後
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
へ
渡
っ
た
こ
ろ
は
、
商
業
の
道
を
目
指
し
て
い
た
よ
う
で
、
最
初
に
入
学
し
た

の
は
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
と
い
う
商
業
学
校
で
あ
っ
た
。
熊

楠
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ス
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
の
二
つ
が
受
講
で
き
る
コ

ン
バ
イ
ン
ド
・
コ
ー
ス
を
選
び
、
し
ば
ら
く
通
学
す
る
が
、
杉
村
広
太
郎
宛
の

一
八
八
七
年
七
月
一
九
日
付
書
簡
で
、「
小
生
今
ま
で
お
り
候
商
業
学
校
は
ま
ず

日
本
の
商
業
学
校
く
ら
い
の
も
の（
9
）」
と
不
満
を
漏
ら
し
、「
来
八
月
よ
り

B
ayant and Strutton's B

usiness C
ollege, C

hicago, Ill. 

に
入
学
仕
る
目
的

に
御
座
候（
10
）」、「
小
生
の
趣
か
ん
と
す
る
チ
カ
ゴ
府
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
同
じ
商

業
学
校
中
で
も
大
学
の
資
格
を
有
せ
る
も
の
に
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ポ
ー
キ
ー

プ
シ
ー
（
福
沢
の
子
お
る
）
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
こ
の
チ
カ
ゴ
と
を
も
っ
て
、

米
の
三
大
商
業
学
校
と
す
る
こ
と
に
御
座
候
。
小
生
着
後
直
ち
に
チ
カ
ゴ
へ
行
き



南
方
熊
楠
と
「
親
不
孝
者
の
息
子
」、「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

四
五

た
か
っ
た
れ
ど
、何
様
言
語
そ
の
他
百
般
の
こ
と
に
通
ぜ
ざ
り
し
間
の
こ
と
ゆ
え
、

遺
憾
な
が
ら
今
日
ま
で
延
引
仕
り
お
り
た
る
こ
と
に
御
座
候（
11
）」
と
よ
り
レ
ベ

ル
の
高
い
商
業
学
校
へ
の
転
校
を
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
熊
楠
が
現
実
に
そ
う
し
た
学
校
へ
転
校
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結

局
の
と
こ
ろ
、「
商
業
学
校
に
入
り
し
が
、
一
向
商
業
を
好
ま
ず（
12
）」
と
い
う

と
お
り
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
を
中
退
し
て
し
ま
い
、
そ
の

の
ち
は
商
業
を
学
ん
だ
よ
う
す
は
い
っ
さ
い
な
い
。
南
方
弥
兵
衛
は
和
歌
山
の
有

力
な
商
人
で
あ
り
、
息
子
に
も
跡
を
継
い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
熊
楠
は
期
待
を
裏
切
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
か
つ
、
ラ
ン
シ
ン
グ
の
農
学
校
に
移
っ
た
頃
に
学
資
増
額
を
要
求
し
た
よ

う
で
、
そ
れ
に
答
え
た
一
八
八
八
年
一
一
月
六
日
付
の
父
親
と
兄
か
ら
の
連
名
の

書
簡
に
は
、
悩
ん
だ
す
え
に
二
千
ド
ル
の
学
資
を
出
す
こ
と
を
承
知
し
た
と
書
か

れ
、
さ
ら
に
「
何
分
に
も
心
を
広
く
持
ち
、
し
ん
け
い
を
い
た
め
ざ
る
様
壮
健
に

て
勉
強
致
し
、
其
農
学
校
を
卒
業
被
成
、
知
し
き
を
相
増
し
学
事
相
進
み
候
上
に

て
、
一
度
目
出
度
帰
国
し
候
上
、
我
国
に
も
名
を
上
げ
、
其
上
又
御
元
殿
の
都
合

に
し
て
、
重
て
洋
行
可
被
成
候
。
夫
迄
の
儀
は
、
当
方
に
も
一
同
相
楽
み
相
待
居

候（
13
）」
と
熊
楠
の
将
来
に
期
待
し
、
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い
る
。

し
か
し
、
東
大
予
備
門
を
は
じ
め
、
中
退
を
繰
り
返
す
こ
と
に
は
不
満
が
あ
っ

た
よ
う
で
、
一
二
月
五
日
付
の
父
親
か
ら
の
書
簡
に
は
、「
い
づ
国
に
も
度
々
転

校
致
し
候
で
は
、
学
事
す
ゝ
み
難
と
存
ず
。
商
法
に
て
も
し
ょ
く
人
に
て
も
度
々

転
じ
候
て
は
何
事
も
勝
利
六
つ
け
敷
と
存
ず
。
…
…
実
に
多
分
の
学
資
金
故
、
大

に
心
配
罷
居
候
。
何
分
親
は
子
の
事
を
明
け
て
も
暮
て
も
わ
す
れ
る
間
は
無
之
安

じ
居
候（
14
）」
と
諭
し
て
い
る（
15
）。
し
か
し
、
熊
楠
が
そ
れ
に
ま
っ
た
く
従
わ

な
か
っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
方
で
、
熊
楠
が
父
親
を
き
わ
め
て
尊
敬
し
て
い
た
こ
と
は
多
く
の
研
究
に

よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（
16
）。「
履
歴
書
」
で
は
、
父
親
の
こ
と
を
回

想
し
て
、無
学
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、寡
言
篤
行
の
人
間
だ
っ
た
と
し
、ま
た
「
二

男
熊
楠
は
学
問
好
き
な
れ
ば
学
問
で
世
を
過
ご
す
べ
し
、
た
だ
し
金
銭
に
無
頓
着

な
る
も
の
な
れ
ば
一
生
富
む
こ
と
能
わ
じ（
17
）」
と
自
分
を
可
愛
が
り
、
財
産
を

残
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

父
親
の
死
は
非
常
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
よ
う
で
、「
さ
て
小
生
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ

り
し
こ
と
九
年
、
最
初
の
二
年
は
亡
父
の
訃
に
摂
し
て
大
い
に
力
を
落
と
し（
18
）」

と
も
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
へ
旅
立
つ
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
、「
小

生
最
初
渡
米
の
お
り
、
亡
父
五
十
六
歳
で
、
母
は
四
十
七
歳
ば
か
り
と
記
臆
す
。

父
が
涙
出
る
を
こ
ら
え
る
体
、
母
が
覚
え
ず
声
を
放
ち
し
さ
ま
、
今
は
み
な
死
に
失

せ
し
。
兄
姉
妹
と
弟
が
瘖
然
黙
り
う
つ
む
い
た
様
子
が
、
今
こ
の
状
を
書
く
机
の
周

囲
に
手
で
触
り
得
る
よ
う
に
視
え
申
し
候
。
…
…
天
下
不
死
的
の
父
母
な
し（
19
）」
と

述
べ
、「
帰
国
し
て
見
れ
ば
、
双
親
す
で
に
下
世
し
て
空
し
く
卒
塔
婆
を
留
め（
20
）」

と
悲
し
げ
に
記
し
て
い
る
。
熊
楠
が
期
待
に
応
え
る
前
に
、
両
親
と
も
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
熊
楠
が
晩
年
ま
で
、
弥
兵
衛
の
遺
品
で
あ
る

角
帯
を
愛
用
し
、
そ
れ
を
し
め
る
と
心
が
引
き
締
ま
る
と
話
し
て
い
た
よ
う
な
逸

話
も
あ
る（
21
）。

こ
う
し
た
点
か
ら
す
る
と
、
熊
楠
が
自
身
を
「
親
不
孝
な
息
子
」
に
重
ね
て
い

た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
へ
の
一
連
の
論
考
も
、
こ
う

し
た
熊
楠
自
身
の
心
情
に
よ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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長
男
・
熊
弥
の
誕
生

南
方
熊
弥
は
熊
楠
と
松
枝
の
長
男
と
し
て
、
一
九
〇
七
年
六
月
二
四
日
に
田
辺

市
中
屋
敷
町
の
借
家
で
誕
生
し
た
。
こ
の
日
の
日
記
に
は
、「
暁
に
男
子
生
れ
し

と
下
女
い
ひ
来
る
。
頗
る
健
か
な
り（
22
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
だ
が
、
日
を

追
っ
て
熊
弥
に
つ
い
て
の
記
述
が
増
加
し
て
い
く
。
な
お
、は
じ
め
は
チ
ョ
コ
六
、

一
九
〇
八
年
五
月
頃
か
ら
は
ヒ
キ
六
と
い
う
あ
だ
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

熊
弥
の
「
弥
」
は
、
父
親
の
弥
兵
衛
か
ら
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

熊
楠
は
非
常
に
熊
弥
を
可
愛
が
り
、
そ
の
将
来
に
も
期
待
し
て
い
た（
23
）。
ま

た
熊
弥
も
熊
楠
に
な
つ
い
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
一
九
二
五
年
三
月
、
高
知
高
等

学
校
の
受
験
時
に
精
神
的
錯
乱
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
田
辺
へ
連
れ
帰
ら
れ
た
の
ち

は
自
宅
療
養
を
つ
づ
け
た
も
の
の
、
一
九
二
八
年
五
月
に
京
都
の
岩
倉
病
院
へ
入

院
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
費
用
が
か
さ
む
う
え
に
改
善
も
み
ら
れ
ず
、

一
九
三
七
年
七
月
に
岩
倉
病
院
を
退
院
さ
せ
、
海
南
の
藤
代
で
看
護
人
を
付
け
て

静
養
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
一
九
六
〇
年
二
月
一
八
日
に
死
去
す
る
ま

で
、結
局
、回
復
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
熊
弥
の
こ
う
し
た
病
気
が
熊
楠
に
と
っ

て
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

熊
弥
の
発
病
と
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、千
本
、高
橋
ら
の
研
究
が
あ
り（
24
）、

高
橋
は
、
熊
楠
が
父
親
と
し
て
愛
情
あ
る
適
切
な
看
護
を
行
っ
て
い
た
と
評
価
し

て
い
る
。
し
か
し
、熊
弥
の
発
病
以
後
は
子
ど
も
に
ま
つ
わ
る
論
考
は
「
ザ
ク
ロ
」

の
一
篇
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
書
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
自
体
に
は
意
味
が
あ
る

の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
踏
み
込
む
の
は
困
難
で
あ
り
、
以
下
で
は
熊
弥
誕
生

前
後
の
問
題
に
絞
り
た
い
。

熊
弥
の
誕
生
直
後
の
一
九
〇
七
年
七
月
一
三
日
号
に
出
た
③
「
矢
を
折
る
こ
と

―
教
訓
」
か
ら
、
一
九
一
三
年
一
〇
月
一
一
日
号
⑮
「
大
聖
堂
の
鐘
が
盗
ま
れ

る
こ
と
」
ま
で
、
わ
ず
か
六
年
ほ
ど
の
期
間
に
一
六
篇
も
の
親
子
・
子
ど
も
関
連

の
論
考
が
あ
る
の
は
驚
異
的
で
あ
る
。
こ
れ
が
熊
弥
の
存
在
に
よ
る
も
の
な
の
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
子
ど
も
関
連
論
考
で
も
っ
と
も
早
く
投
稿
さ
れ
た
の
は
、
実
は
⑪

「
子
ど
も
が
自
分
の
運
命
を
占
う
」で
、一
九
〇
七
年
四
月
二
八
日
に「F

ate-telling 

o
f th

e C
h

ild

」
の
タ
イ
ト
ル
で
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
は
一
九
一
〇
年
四
月

一
六
日
号
と
三
年
後
な
の
だ
が
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
な
い
。
内
容
は
、

ギ
リ
シ
ア
で
一
歳
の
誕
生
日
に
、
子
ど
も
の
前
に
ペ
ン
、
お
金
、
工
具
、
卵
な
ど

を
並
べ
、
ど
れ
を
掴
む
か
で
将
来
を
占
う
習
慣
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
な
か
に
は

ろ
く
で
な
し
に
な
る
と
い
う
品
も
混
じ
っ
て
お
り
、
も
う
す
ぐ
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
へ
の
熊
楠
の
期
待
と
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
。
次
が
五
月
五
日
に
「M

o
ral 

T
each

in
g b

y B
reak

in
g A

rro
w

s

」
と
し
て
投
稿
さ
れ
た
③
「
矢
を
折
る
こ
と

―
教
訓
」
で
、
毛
利
元
就
の
三
本
の
矢
の
教
え
を
、
モ
ン
ゴ
ル
等
の
類
話
と
と

も
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
熊
弥
誕
生
後
の
最
初
の
論
考
は
、
一
二
月
二
八
日

投
稿
の
「
矢
を
折
る
こ
と
」
の
二
本
目
な
の
だ
が
、
不
掲
載
に
終
わ
っ
た
。

以
下
は
簡
単
に
見
て
い
く
が
、
一
九
〇
八
年
九
月
一
五
日
に
④
「
親
不
孝
者
の

息
子
」
と
、
弁
慶
が
誕
生
時
に
歯
が
生
え
て
い
た
と
い
う
⑤
「
産
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
歯
が
生
え
て
い
る
こ
と
」
を
投
稿
し
、
⑥
「
ヘ
ビ
が
ミ
ル
ク
を
飲
む
こ
と
」

で
は
子
ど
も
と
ヘ
ビ
の
関
係
を
扱
い
、
⑦
「
デ
ィ
ア
ボ
ロ

―
そ
の
起
源
」
で
コ

マ
の
よ
う
な
お
も
ち
ゃ
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
⑧
「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名

前
」
は
次
節
で
詳
細
に
取
り
上
げ
る
。
⑨
「
く
し
ゃ
み
に
ま
つ
わ
る
迷
信
」
で
は



南
方
熊
楠
と
「
親
不
孝
者
の
息
子
」、「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

四
七

く
し
ゃ
み
を
し
た
子
ど
も
に
す
る
お
ま
じ
な
い
を
扱
い
、⑩「
東
洋
の
飛
行
機
械
」、

一
九
〇
九
年
四
月
二
〇
日
に
投
稿
し
た
が
不
掲
載
の
「
産
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
歯

が
生
え
て
い
る
こ
と
」
の
二
本
目
の
リ
プ
ラ
イ
と
つ
づ
き
、
⑫
「
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
る
父
親

―
中
国
の
場
合
」
が
あ
り
、
⑬
「
婚
姻
関
係
」
の
二
本
の
リ
プ
ラ

イ
で
は
近
親
婚
等
に
ま
つ
わ
る
複
雑
な
家
族
関
係
を
論
じ
、
⑭
「
ホ
イ
ッ
テ
ィ
ン

ト
ン
の
猫
」
で
は
亡
き
父
親
の
あ
と
を
継
い
で
貿
易
商
と
な
る
息
子
が
主
人
公
と

な
り
、
最
後
に
⑮
「
大
聖
堂
の
鐘
が
盗
ま
れ
る
こ
と
」
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
以
上
の
期
間
に
熊
楠
は
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
計
八
九
本
を
投
稿
し
て

お
り
、
う
ち
一
八
本
が
親
子
関
係
・
子
ど
も
に
ま
つ
わ
る
内
容
で
、
五
本
に
一
本

強
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
く
に
多
い
の
は
一
九
〇
九
年
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
年
の
日
記
に
は
連
日
の
よ

う
に
ヒ
キ
六
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
息
子
へ
の
愛
情
に
満
ち
、
子
ど
も
と

い
う
も
の
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
の
が
読
み
取
れ
る
。
一
月
二
六
日
の
日
記

に
は
、
デ
ィ
ア
ボ
ロ
で
は
な
い
が
、
コ
マ
を
買
い
与
え
た
記
述
も
見
ら
れ
る（
25
）。

一
方
で
、
一
九
一
三
年
以
降
に
関
連
の
投
稿
が
減
少
す
る
原
因
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。
日
記
で
は
、子
ど
も
た
ち
へ
の
記
述
が
以
前
よ
り
は
減
っ
て
い
る
が
、

皆
無
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
投
稿
に
は
、
前
節
で
扱
っ
た
親
不
孝
の
テ
ー
マ
が
断
続
的
に

あ
ら
わ
れ
る
ほ
か
、
乳
幼
児
そ
の
も
の
へ
の
関
心
を
示
す
「
産
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
歯
が
生
え
て
い
る
こ
と
」、
そ
の
将
来
へ
の
心
配
と
期
待
を
あ
ら
わ
す
「
子
ど

も
が
自
分
の
運
命
を
占
う
」「
く
し
ゃ
み
に
ま
つ
わ
る
迷
信
」
子
ど
も
の
教
育
や

躾
け
に
関
わ
る「
矢
を
折
る
こ
と

―
教
訓
」「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
熊
楠
の
熊
弥
へ
の
眼
差
し
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち
次
節
で
は
、
熊
楠
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
接
し
方
、
躾
け
と
い
う
点
か
ら
、

「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」
を
分
析
す
る
。

こ
の
節
の
最
後
に
、
長
女
・
文
枝
の
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。
文
枝
は
、

一
九
一
一
年
一
〇
月
一
三
日
に
誕
生
し
、
田
辺
尋
常
小
学
校
、
田
辺
高
等
女
学
校

を
経
て
、
晩
年
の
熊
楠
の
助
手
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
か

し
、
熊
弥
に
比
べ
る
と
文
枝
へ
の
関
心
は
薄
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り（
26
）、

文
枝
誕
生
後
に
子
ど
も
関
連
の
論
考
が
減
っ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
今
回
取
り
上
げ

て
い
る
論
考
に
登
場
す
る
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
男
児
で
あ
る
こ
と
は
、
従
来
の
見

解
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
女
児
が
登
場
す
る
の
は
、「
鷲
に
さ

ら
わ
れ
た
子
ど
も
①
」「
ジ
ェ
ル
ベ
ー
ル
の
逃
走
の
伝
説
」
の
二
篇
の
み
で
、
な

お
か
つ
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。

四　
「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」
は
、
一
九
〇
八
年
一
二
月
二
六
日
号
に

出
た
W
・
C
・
B
の
ク
エ
リ
ー
か
ら
始
ま
り
、
一
七
本
も
の
リ
プ
ラ
イ
が
付
い
た

人
気
の
話
題
で
あ
っ
た
。
ク
エ
リ
ー
は
、「
歴
史
上
し
ば
し
ば
、
征
服
者
や
独
裁

者
の
名
が
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
ど
も
た
ち
を
静
か
に
さ
せ
る
の
に
用
い
ら

れ
て
き
た
。
…
…
誰
か
私
の
短
い
リ
ス
ト
に
、
笑
い
話
の
よ
う
な
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
ま
じ
め
な
資
料
を
付
け
加
え
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か（
27
）」
と
質
問
し
、

さ
ら
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
物
語
詩
『
ル
ー
ク
リ
ー
ス
凌
辱
』
の
タ
ー
ク
ィ
ン
、

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
史
』
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
、ハ
ー

ラ
ム
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
の
フ
ニ
ア
デ
ス
、
ま
た
マ
ー
ル
バ
ラ
公
、
ナ
ポ
レ
オ
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四
八

ン
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
を
例
と
し
て
並
べ
て
い
る
。

W
・
C
・
B
は
一
八
六
四
年
以
来
の
常
連
投
稿
者
で
あ
っ
た
。
ず
っ
と
イ
ニ
シ
ャ

ル
の
み
の
投
稿
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
没
後
の
一
九
一
二
年
二
月
一
七
日

号
に
訃
報
が
出
て
、
本
名
が
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
コ
ン
シ
ッ
ト
・
ブ
ー
ル
タ
ー
で
あ
る

こ
と
、『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
大
辞
典
』
に
協
力
・
寄
稿
し
て
い
た
こ
と
、

事
務
弁
護
士
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
牧
師
に
転
身
し
、
六
四
歳
で
亡
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た（
28
）。
熊
楠
と
同
議
論
に
投
稿
し
た
例

も
多
く
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
熊
楠
的
」
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る（
29
）。

一
九
〇
九
年
一
月
一
六
日
号
で
、
W
・
F
・
プ
リ
ド
ー
、
M
・
テ
ル
ソ
ン
、

A
・
R
・
ベ
イ
リ
ー
、
W
・
R
・
B
・
プ
リ
ド
ー
、
H
・
W
・
H
、
W
・
B
・
ゲ

リ
ッ
シ
ュ
の
六
人
か
ら
リ
プ
ラ
イ
が
付
い
た
。
W
・
F
・
プ
リ
ド
ー
は
、
ペ
ッ
ト
・

リ
ッ
ジ
の
『
ガ
ー
ラ
ン
ド
の
名
』
と
い
う
小
説
に
、「
ヒ
ロ
イ
ン
が
子
守
と
し
て

働
い
て
い
る
と
き
に
、小
さ
な
子
ど
も
を
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
氏
の
名
で
脅
か
し
、

言
う
こ
と
を
聞
か
せ
る（
30
）」
場
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー

ン
は
こ
の
小
説
の
発
表
当
時
は
ま
だ
首
相
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
著
名
な
政

治
家
と
し
て
不
正
を
行
う
者
た
ち
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と
も
補
足
さ

れ
て
い
る
。
M
・
テ
ル
ソ
ン
は
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
を
挙
げ
、
ギ
ボ
ン
の
『
ロ
ー
マ

帝
国
衰
亡
史
』
か
ら
、「
そ
の
恐
ろ
し
い
名
前
は
、
シ
リ
ア
の
母
親
た
ち
が
子
ど

も
た
ち
を
静
か
に
さ
せ
る
の
に
用
い
ら
れ
た（
31
）」
と
引
用
す
る
。
ま
た
、
ス
コ
ッ

ト
の
『
タ
リ
ス
マ
ン
』
に
類
似
の
シ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
A
・
R
・

ベ
イ
リ
ー
も
ギ
ボ
ン
か
ら
、
ナ
ル
セ
ス
、
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
、
ラ
ミ
ア
、
リ
リ
ス
、

フ
ニ
ア
デ
ス
を
挙
げ
た
ほ
か
、バ
ト
ラ
ー
『
ヒ
ュ
ー
デ
ィ
ブ
ラ
ス
』
か
ら
ト
マ
ス
・

ラ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ド
の
名
を
拾
っ
て
き
て
い
る
。
W
・
R
・
B
・
プ
リ
ド
ー
は
メ
キ

シ
コ
で
ド
レ
イ
ク
船
長
の
名
が
使
わ
れ
る
こ
と
を
『
ラ
・
ヒ
ュ
エ
ス
テ
・
ア
ン
テ
ィ

グ
ア
』
か
ら
見
つ
け
た
。
H
・
W
・
H
の
投
稿
に
は
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
』
紙
に
引
用
の
『
ベ
レ
ア
・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
』
誌
の
記
事
か
ら
、
ケ
ン

タ
ッ
キ
ー
州
の
「
人
里
離
れ
た
小
屋
で
母
親
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
ど
も
を

静
か
に
さ
せ
る
の
に
、『
い
ま
す
ぐ
言
う
こ
と
を
聞
き
な
さ
い
、
お
ま
え
、
さ
も

な
い
と
ク
ラ
ヴ
ァ
ー
ズ
に
さ
ら
わ
れ
ち
ま
う
よ（
32
）』」
と
言
う
こ
と
が
引
か
れ

て
い
る
。
ク
ラ
ヴ
ァ
ー
ズ
と
は
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
で
恐
れ
ら
れ
た
ク
ラ
ヴ
ァ
ー

ハ
ウ
ス
と
い
う
人
物
の
転
訛
ら
し
い
。
W
・
B
・
ゲ
リ
ッ
シ
ュ
は
ジ
ル
・
ド
・
レ

と
ブ
ラ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
を
示
し
た
。

三
月
一
三
日
号
で
は
、
C
・
R
・
ハ
イ
ン
ズ
が
「
す
で
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
名

前
の
な
か
に
ド
レ
イ
ク
の
名
を
追
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
い
だ
ろ
う
か
。
商
用
で

中
央
ア
メ
リ
カ
に
旅
行
し
た
友
人
が
語
っ
て
く
れ
た
の
だ
が
、
現
地
の
女
性
は
い

ま
も
子
ど
も
た
ち
を
脅
か
す
の
に
、
恐
い
ド
レ
イ
ク
の
名
前
を
使
っ
て
い
た
そ
う

だ（
33
）」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
ニ
ク
ル
セ
イ
ン
（
ジ
ョ
ン
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
）
の
名

も
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
五
月
一
日
号
で
熊
楠
が
長
文
の
リ
プ
ラ
イ
を
寄
せ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
執
筆
の
経
緯
を
ふ
く
め
て
取
り
上
げ
た
い
。
一
月
三
一
日
の
日
記
に
「
そ

れ
よ
り
学
校
図
書
室
へ
張
遼
の
生
卒
年
し
ら
べ
に
行
く
。
…
…
こ
れ
はN

. &
 Q

. 

に
人
の
名
を
呼
で
児
を
お
ど
か
す
こ
と
の
問
あ
る
故
、
遼
来
の
故
事
を
し
ら
べ
る

也
。
然
る
に
今
夜
、
空
華
老
師
日
用
工
夫
略
集
一
を
見
る
に
（
応
安
二
年1369A

. 

D
. 

二
月
十
日
）、
広
記
を
引
て
、
後
趙
（
西
暦
紀
元
四
世
紀
の
事
也
）
石
勒
将
麻

秋
者
太
原
胡
人
也
植
性
甸
険
鴆
毒
有
児
啼
母
輒
恐
之
曰
麻
胡
来
啼
声
絶
至
今
以
為

故
事（
24
）」
と
あ
り
、執
筆
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
。
二
月
一
日
の
﹇
予
定
﹈



南
方
熊
楠
と
「
親
不
孝
者
の
息
子
」、「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

四
九

欄
に
は
「
小
児
の
啼
を
と
ど
む
る
人
名（
35
）」
と
執
筆
を
つ
づ
け
、
完
成
し
た
原

稿
は
三
月
一
二
日
に
発
送
、
五
月
一
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
六
月
四
日
に
田
辺
に

届
い
た
雑
誌
を
見
た
熊
楠
は
、「
本
日
着
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
リ
ス
五
月
一
日
分

に
予
の
答N

am
es terrible to C

hildren

出（
36
）」
と
記
し
て
い
る
。

熊
楠
の
リ
プ
ラ
イ
で
は
、
三
世
紀
の
魏
の
将
軍
で
あ
る
張
遼
、
四
世
紀
の
麻
胡

（
麻
秋
）、
一
七
世
紀
の
長
崎
で
の
イ
ギ
リ
ス
人
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
ロ
ー

ド
・
タ
ル
ボ
ッ
ト
、
倭
寇
、
南
米
で
ヴ
ィ
ラ
コ
チ
ャ
と
呼
ば
れ
た
強
欲
な
ス
ペ
イ

ン
人
侵
略
者
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

六
月
五
日
号
に
は
W
・
C
・
B
が
再
び
投
稿
し
、
熊
楠
の
挙
げ
た
ロ
ー
ド
・
タ

ル
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヘ
ン
リ
ー
六
世
』
第
一
部

に
も
「
フ
ラ
ン
ス
人
を
怖
が
ら
せ
る
。
我
が
国
の
子
ど
も
た
ち
が
案
山
子
を
怖
が

る
よ
う
に
」
と
あ
っ
て
興
味
深
い
と
述
べ
、
ま
た
『
ヘ
ン
リ
ー
六
世
』
第
二
部
か

ら
も
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
恐
怖
。
タ
ル
ボ
ッ
ト
は
海
の
向
こ
う
側
を
そ
れ
だ
け
恐
怖

せ
し
め
た
の
だ
。
母
親
た
ち
は
赤
ん
坊
を
そ
の
名
前
で
も
っ
て
静
か
に
さ
せ
た（
37
）」

と
引
用
し
、
最
後
に
情
報
を
寄
せ
て
く
れ
た
寄
稿
者
た
ち
に
感
謝
の
意
を
表
し
て

い
る
。

七
月
一
七
日
号
で
は
、
S
・
L
・
ペ
テ
ィ
が
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
の
モ
ー
ガ
ン
を
、

ジ
ョ
ン
・
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
が
イ
ギ
リ
ス
の
グ
リ
ム
シ
ョ
ウ
と
、
イ
ン
ド
に
お
け

る
ウ
ォ
レ
ン
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
を
付
け
加
え
た
。
八
月
一
三
日
号
で
は
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
投
稿
者
の
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ポ
ー
ル
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
、
あ
る
女
性
に
よ
る
「
私
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
つ
い
て
の
最
初
の
イ

メ
ー
ジ
は
人
食
い
鬼
か
巨
人
の
よ
う
な
も
の
で
、
額
の
真
ん
中
に
燃
え
る
よ
う
な

大
き
な
赤
い
眼
が
あ
り
、
口
か
ら
突
き
だ
し
た
長
い
歯
で
、
何
で
も
噛
み
砕
い
て

し
ま
う
。言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
小
さ
な
女
の
子
た
ち
、と
く
に
レ
ッ
ス
ン
を
ち
ゃ

ん
と
し
な
い
子
た
ち
を（
38
）」
と
い
う
回
想
を
引
用
し
て
い
る
。
九
月
三
日
号
で

は
、
ト
マ
ス
・
ベ
イ
ン
が
ハ
ー
デ
ィ
の
小
説
に
出
て
く
る
レ
ド
ル
マ
ン
も
入
れ
て

い
い
の
で
は
と
述
べ
、
九
月
二
四
日
号
で
は
、
セ
ン
ト
・
ス
ウ
ィ
シ
ン
が
イ
ン
ス

ブ
ル
ッ
ク
で
は
巨
人
族
の
女
王
フ
ラ
ウ
・
ヒ
ュ
ッ
ト
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と

し
た
。

一
九
一
二
年
六
月
二
九
日
号
で
は
再
び
セ
ン
ト
・
ス
ウ
ィ
シ
ン
が
投
稿
し
、
ス

ペ
イ
ン
で
ス
レ
イ
マ
ン
、
カ
ル
タ
ゴ
人
、
ム
ー
ア
人
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

一
九
一
〇
年
の
書
籍
か
ら
示
し
た
。
八
月
三
一
日
号
で
は
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ア
ポ
イ

ン
ト
が
バ
ル
バ
リ
ア
海
賊
に
言
及
し
て
い
る
。
一
九
一
三
年
八
月
一
六
日
に
は
セ

ン
ト
・
ス
ウ
ィ
シ
ン
の
三
本
目
の
リ
プ
ラ
イ
が
出
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
伝
説
的
な

英
雄
ト
ル
デ
ン
シ
ョ
ル
ド
を
リ
ス
ト
に
追
加
し
た
。

W
・
C
・
B
に
、
ク
エ
リ
ー
を
出
す
明
確
な
目
的
が
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
著
作
等
に
利
用
し
た
形
跡
は
な
く
、
ま
た
彼
が
ふ
だ
ん
か
ら
多
数
の
ク

エ
リ
ー
を
出
し
て
い
た
点
か
ら
す
る
と
、
確
固
と
し
た
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
議
論
に
は
実
に
多
く
の
リ
プ
ラ
イ
が
付
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
時
代
の

人
物
が
挙
げ
ら
れ
た
。
一
五
人
の
投
稿
者
か
ら
一
八
本
の
論
考
が
寄
せ
ら
れ
た
の

だ
が
、
内
訳
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
一
二
人
、
ア
メ
リ
カ
人
が
一
人
、
日
本
人
が
一
人
、

国
籍
不
明
が
一
人
で
あ
っ
た
。
内
容
的
に
は
、
熊
楠
の
投
稿
を
除
く
と
、
二
七
例

が
出
て
、
地
域
と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
が
一
三
例
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
が
五
例
、
ス
ペ

イ
ン
が
三
例
、
フ
ラ
ン
ス
が
二
例
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ン
ド
が
各
一
例
と
な
る
（
不
明
確
な
も
の
も
あ
る
）。
内
容
に
は
大
き
な
違
い
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は
な
く
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
、
も
し
く
は
泣
き
止
ま
な
い
子
ど
も
に
「
＊
＊

が
来
る
ぞ
」と
脅
か
し
て
静
か
に
さ
せ
る
。
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
年
齢
は
低
め
。

小
説
や
歴
史
書
か
ら
の
引
用
が
多
い
が
、
実
体
験
、
同
時
代
の
見
聞
と
し
て
投
稿

さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
対
象
と
な
る
人
物
は
、
外
国
人
や
異
民
族
の
ケ
ー
ス
が

目
立
つ
が
、
自
国
の
人
物
も
少
な
く
な
い
。

熊
楠
の
挙
げ
た
例
も
、
他
の
投
稿
と
明
確
な
差
違
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

ど
こ
の
国
、
い
つ
の
時
代
も
、
泣
く
子
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
に
親
が
悩

ま
さ
れ
て
き
た
の
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。

注
目
し
て
お
く
べ
き
は
、
東
洋
の
例
を
挙
げ
た
の
が
熊
楠
の
み
だ
っ
た
点
だ
ろ

う
。
す
で
に
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
欧
米
の
事
例
に
偏
り

が
ち
な
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
お
い
て
、
熊
楠
は
地
域
と
時
代
を
大
き
く
広
げ
る
役
割

を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る（
39
）。

挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
か
ら
す
る
と
、
熊
楠
の
張
遼
に
関
す
る
も
の
が
最
古
の

よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
中
国
起
源
の
風
習
が
世
界
中
へ
広

ま
っ
た
の
だ
と
単
純
に
解
釈
し
て
よ
い
も
の
で
も
な
さ
そ
う
だ
。

さ
て
、
熊
楠
と
熊
弥
の
こ
と
に
戻
り
た
い
。
熊
楠
が
こ
の
リ
プ
ラ
イ
を
執
筆
し

て
い
た
こ
ろ
の
日
記
を
見
て
み
る
と
、
熊
弥
が
よ
く
泣
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

一
月
二
六
日
の
日
記
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
熊
弥
に
コ
マ
を
買
い
与
え
て
い
る

の
だ
が
、
そ
の
晩
に
「
丁
度
な
き
か
ゝ
り
あ
り
し
処
予
帰
り
来
り
し
が
、
機
嫌
直

り
、
コ
マ
得
し
よ
り
喜
ぶ
こ
と
甚
く
大
声
に
て
さ
わ
ぐ
也（
40
）」
と
あ
る
。
一
月

二
八
日
に
は
「
下
女
帰
ら
ん
と
せ
し
に
手
套
さ
せ
し
手
を
見
せ
大
に
な
く（
41
）」、

二
月
二
日
に
は
「
と
な
り
の
女
子
、他
の
男
子
と
た
ゝ
き
合
ひ
ま
け
な
く
を
見
て
、

ヒ
キ
六
大
に
な
き
帰
り
一
寸
出
ず（
42
）」、
二
月
四
日
に
は
「
ヒ
キ
六
泣
く
こ
と

甚
き
に
よ
り
松
枝
田
村
へ
つ
れ
之
く（
43
）」
と
毎
日
の
よ
う
に
泣
い
て
い
る
。

熊
楠
は
子
煩
悩
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
甘
い
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
従
来

か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
研
究
の
邪
魔
は
許
さ
な
か
っ
た（
44
）ら
し
い
。

子
ど
も
の
泣
き
声
が
熊
楠
の
研
究
を
お
お
い
に
阻
害
し
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
文
枝
の
証
言
に
よ
れ
ば
、「
私
ら
子
ど
も
た
ち
、
父
に
頭
を
な
ぐ

ら
れ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
何
か
物
を
放
る
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た（
45
）」
と
い
う
。
と
す
る
と
、
泣
い
て
い
る
子
ど
も
を
静
か
に
さ
せ
る

方
法
は
限
ら
れ
て
お
り
、
案
外
、
熊
楠
は
「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

を
実
用
的
な
手
段
と
し
て
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

熊
楠
は
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
出
し
た
も
の
を
、「
出
口
君
の
『
小
児
と
魔
除
け
』

を
読
む
」
と
「
人
名
を
呼
ん
で
児
啼
を
止
む
る
こ
と
」
の
二
篇
の
邦
文
論
考
に
直

し
て
い
る
。

日
記
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
九
年
五
月
四
日
頃
か
ら
「
出
口
君
の
『
小
児
と
魔
除

け
』
を
読
む
」
の
草
稿
を
書
き
始
め
て
お
り
、
こ
の
な
か
に
英
文
の
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
五
月
一
〇
日
に
「『
出
口
君
の
小
児
と
魔
除
を
読
む
』

引
用
書
凡
そ
六
十
七
種
（
和
30
、
漢
4
、
英
27
、
仏
3
、
独
1
、
伊
2（
46
））」
と

完
成
し
、翌
朝
発
送
。『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』二
四
巻
二
七
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
れ
は
同
誌
二
七
四
号
に
出
た
出
口
米
吉
の
「
小
児
と
魔
除
」
と
い
う
論
考
に
コ

メ
ン
ト
し
つ
つ
多
数
の
事
例
を
付
け
加
え
た
も
の
で
、
そ
の
一
部
と
し
て
「
児
啼

き
を
止
む
る
に
偉
人
の
姓
名
を
呼
ぶ
こ
と
」
の
節
が
設
け
ら
れ
た
。
熊
楠
は
『
Ｎ

＆
Ｑ
』
誌
で
他
の
投
稿
者
の
挙
げ
た
タ
ー
ク
ィ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
ら
を

列
挙
し
、
み
ず
か
ら
の
論
考
の
張
遼
や
長
崎
の
事
例
に
も
触
れ
、
さ
ら
に
自
分
自

身
に
つ
い
て
も
、「
吾
輩
幼
時
、
殿
様
、
親
爺
な
ど
来
た
れ
り
と
聞
い
て
、
騒
動



南
方
熊
楠
と
「
親
不
孝
者
の
息
子
」、「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

五
一

を
止
め
し
こ
と
毎
度
な
り
き（
47
）」
と
述
べ
て
い
る
。
な
ん
と
、
熊
楠
自
身
も
こ

う
し
た
や
り
方
で
躾
け
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
七
月
一
三
日
の
日
記
の
﹇
予
定
﹈
欄
に
「
児
啼
止
る
事
出
す
べ
し（
48
）」

と
あ
り
、
続
篇
が
企
図
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
は
九
月
一
五
日
に
完
成
し
、「『
人
名
を

呼
で
児
啼
を
止
る
事
』
草
し
明
朝
出
す（
49
）」
と
投
稿
、『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』

二
四
巻
二
八
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
。「
出
口
君
の
『
小
児
と
魔
除
け
』
を
読
む
」

に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
七
月
一
七
日
号
以
降
掲
載

の
リ
プ
ラ
イ
か
ら
グ
リ
ム
シ
ョ
ウ
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
、
モ
ー
ガ
ン
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
、
さ
ら
に
新
情
報
と
し
て
加
藤
清
正
、
北
原
鎮
久
、
前
田
甚
丞
な
ど
が
付

け
加
え
ら
れ
て
い
る
。『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
へ
の
リ
プ
ラ
イ
を
出
し
た
の
ち
も
熱
心
に

関
連
文
献
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
だ
け
熊
楠
に
と
っ
て
関
心
の
高

い
話
題
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
熊
楠
の
英
文
論
考
か
ら
、
父
・
弥
兵
衛
、
長
男
・
熊
弥
と
の
関
係

を
読
み
解
く
こ
と
を
試
み
た
。
本
来
な
ら
英
文
論
考
の
み
で
な
く
、
邦
文
論
考
、

書
簡
、
日
記
等
も
合
わ
せ
、
総
合
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
英
文
論
考
の

熊
楠
研
究
へ
の
利
用
法
を
示
す
こ
と
を
主
眼
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、
内
容
を
絞
っ

た
。本

稿
で
取
り
上
げ
た
英
文
論
考
か
ら
は
、
第
一
に
自
身
が
不
孝
な
息
子
で
あ
っ

た
こ
と
へ
の
後
悔
が
読
み
取
れ
る
。
執
筆
期
間
は
長
期
に
わ
た
り
、
ず
っ
と
熊
楠

を
悩
ま
せ
た
問
題
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
孝
行
者
の
息
子
や
孫
が
登

場
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
が
、熊
楠
の
願
い
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

第
二
に
、
熊
弥
と
暮
ら
す
こ
と
か
ら
発
生
し
た
テ
ー
マ
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
数

年
間
に
偏
っ
て
お
り
、
目
の
前
の
子
ど
も
か
ら
喚
起
さ
れ
た
論
題
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
な
お
か
つ
、
こ
の
期
間
内
に
は
不
孝
な
息
子
に
関
す
る
も
の
も
三
篇
あ
り
、

熊
楠
の
意
識
の
複
雑
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
へ
の
喜
び
、

自
身
が
親
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
戸
惑
い
、
今
度
は
熊
弥
が
不
孝
な
息
子

に
な
る
の
で
は
と
い
う
不
安
。
躾
け
や
将
来
や
教
育
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
見
ら
れ

る
の
も
、
そ
う
し
た
心
情
の
あ
ら
わ
れ
と
読
め
る
。
熊
弥
が
育
つ
に
つ
れ
、
熊
楠

の
関
心
は
別
の
方
向
へ
移
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
も
子
ど
も
の
こ
と
を

ポ
ツ
ポ
ツ
と
書
い
て
は
い
る
。
し
か
し
、
一
九
二
五
年
に
熊
弥
が
精
神
錯
乱
に
陥

り
、
現
実
に
不
孝
な
息
子
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
は
、
親
子
や
子
ど
も
に
関
す

る
論
考
は
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
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『
素
顔
の
南
方
熊
楠
』
一
〇
三
頁
。

（
46
） 
『
南
方
熊
楠
日
記
3
』
二
七
〇
頁
。

（
47
） 
南
方
熊
楠
「
小
児
と
魔
除
」『
全
集
』
二
巻
、
一
九
七
一
年
、
一
一
六
頁
。

（
48
） 

『
南
方
熊
楠
日
記
3
』
二
八
五
頁
。

（
49
） 

同
、
三
〇
二
頁
。﹇
発
信
﹈
欄
に
は
「
東
京
人
類
学
会
状
一
（
明
朝
出
す
）」
と
あ



南
方
熊
楠
と
「
親
不
孝
者
の
息
子
」、「
子
ど
も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
名
前
」

五
三

る
が
、
本
文
で
は
「
東
洋
学
芸
雑
誌
へ
」
出
す
と
な
っ
て
い
る
。
東
洋
学
芸
雑
誌

へ
と
い
う
の
が
誤
記
と
思
わ
れ
る
。

※  

本
研
究
は
、
平
成
26
〜
28
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
体
罰
の
比
較

文
化
史
研
究
―
暴
力
な
き
ス
ポ
ー
ツ
界
の
思
想
的
基
盤
構
築
に
向
け
て
」
の
成
果
の
一

部
で
あ
る
。




